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O
J
T
に
取
り
入
れ
、
妥
当
性
検
証

国
土
交
通
省
は
、
無
人
化
施
工
技
術
で
建
設
機
械
を
動
か
す
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
を
育

成
す
る
た
め
に
作
成
し
た
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
(
案
)
の
検
証
作
業
を
始
め
る
。
砂
防

工
事
な
ど
無
人
化
施
工
を
試
験
的
に
取
り
入
れ
て
い
る
複
数
の
直
轄
工
事
を
フ
ィ
ー

ル
ド
に
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
沿
っ
た
O
J
T方
式
に
よ
る
研
修
な
ど
を
実
施
。
人
材
を

的
確
に
育
て
ら
れ
る
か
ど
う
か
を
確
認
す
る
。
無
人
化
施
工
技
術
を
全
面
採
用
し
た

雲
仙
普
賢
岳
(
長
崎
県
)
の
噴
火
に
伴
う
復
興
工
事
が
収
束
に
向
か
う
中
、
災
害
時

の
安
全
施
工
に
有
効
な
無
人
化
施
工
に
必
要
な
人
材
を
統
一
的
に
育
成
で
き
る
よ
う

に
す
る
狙
い
だ
。

掛
か
っ
て
い
る
た
め
、
現
場

で
の
技
能
継
承
が
難
し
く
な

っ
て
い
る
と
い
う
。
国
交
省

は
直
轄
砂
防
工
事
な
ど
で
も

無
人
化
施
工
は
、
無
線
操
十
全
に
行
え
る
よ
う
に
し
、
同
一
無
人
化
施
工
を
試
験
的
に
導

縦
装
置
を
取
り
入
れ
た
建
機
一
技
術
の
発
展
に
も
大
き
く
貫
一
入
し
て
い
る
が
、
技
能
継
承

を
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
が
遠
隔
操
一
献
し
て
き
だ
。
一
を
行
え
る
ほ
ど
の
工
事
件
数

作
す
る
こ
と
で
、
危
険
区
域
一
雲
仙
で
は
、

1
9
9
0年
一
は
な
い
の
が
現
状
だ
。

に
入
ら
ず
に
作
業
が
で
き
一
の
大
噴
火
か
ら
初
年
以
上
が
一
無
人
化
施
工
に
取
り
組
む

る
。
国
交
省
は
、
雲
仙
復
興
一
経
過
。
復
興
工
事
も
収
束
に
一
ゼ
ネ
コ
ン
各
社
な
ど
は
、
独

工
事
で
全
面
的
に
採
用
。
土
一
向
か
い
つ
つ
あ
る
。
施
工
に
一
自
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
使
っ
て

石
流
堆
積
物
の
掘
削
・
運
搬
一
従
事
し
た
団
塊
世
代
の
オ
ペ
一
専
門
才
ペ
レ
l
タ
l
の
育
成

を
は
じ
め
と
す
る
作
業
を
安
一
レ
l
タ
l
が
退
職
期
に
差
し
一
に
取
り
組
ん
で
き
た
が
、
国

国
交
省

交
省
も
人
材
の
体
系
的
な
育

成
が
必
要
と
判
断
。
日
年
度

か
ら
4
カ
年
計
画
で
専
門
の

技
能
者
を
育
成
す
る
方
策
の

検
討
を
続
け
て
き
た
。

日
年
度
の
調
査
は
日
本
建

設
機
械
化
協
会
(
現
日
本
建

設
機
械
施
工
協
会
)
、
日
、

ロ
年
度
の
調
査
は
先
端
建
設

技
術
セ
ン
タ
ー
に
委
託
。
無

人
化
施
工
に
先
進
的
に
取
り

組
む
ゼ
ネ
コ
ン
各
社
へ
の
ア

ン
ケ
ー
ト
や
ヒ
ア
リ
ン
グ
な

ど
で
情
報
を
収
集
し
、

3
カ

年
の
成
果
と
し
て
プ
ロ
グ
ラ

ム
(
案
)
を
作
成
し
た
。

本
年
度
に
実
施
予
定
の

「
平
成
お
年
度
高
度
な
技
術

を
有
す
る
技
能
者
の
活
用
・
一

育
成
推
進
に
係
る
検
討
業
一

務
」
で
は
、
プ
ロ
グ
ラ
ム

(
案
)
を
実
際
の
現
場
で
の

O
J
T
に
取
り
入
れ
、
そ
の

妥
当
性
を
検
証
。
内
容
を
必

要
に
応
じ
て
見
直
す
な
ど
、

よ
り
実
践
的
に
利
用
で
き
る
一

も
の
に
し
て
い
く
。

ι一
3.毎日
6.中日
9.伊勢
12.日刊工業
15.日本海事

2.朝日
5.岐阜
8.静岡
11.建通
14.信濃毎日

【建設ICT】

1 .日経
4.読売
7.産経
10.中部経済
13.建設通信
⑬建設工業
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